
　　

※注意※　個人番号（マイナンバー）の記入は不要

扶養控除申告書
扶養控除申告書扶養控除申告書
扶養控除申告書の

のの
の記入
記入記入
記入について
についてについて
について

30年分 　　30年12月31日時点の状況を記入

　　31年　1月 1日時点の状況を記入31年分

捺印

①
①①
①

③
③③
③

④
④④
④

⑤
⑤⑤
⑤

⑥
⑥⑥
⑥

②
②②
②

□ 氏名欄に捺印（シャチハタ可）

□ 【世帯主の氏名】空白の場合は記入

□ 【住所】住民票のある住所か確認

□ 源泉控除対象配偶者の所得の見積額を記入

□ 【住所】空白の場合は記入

　

　配偶者は所得が85万円（給与収入150万円）以下であれば記入できます

　また、所得0円～123万円の配偶者がいる場合、

　別紙「配偶者控除等申告書」
別紙「配偶者控除等申告書」別紙「配偶者控除等申告書」
別紙「配偶者控除等申告書」をご提出ください

□ 扶養親族（16歳以上）の所得の見積額を記入

　　※扶養親族の年齢が

　　　19歳以上23歳未満（平成8年1月2日～平成12年1月1日生まれ）

　　　　　→「特定扶養親族」に✔

　　※扶養親族の年齢が70歳以上（昭和24年1月1日以前生まれ）

　　　　　→同居は「同居老親等」に✔

　　　　  →別居は「その他」に✔

　　※16歳未満の扶養親族は⑥に表記があります

□ 【住所】空白の場合は記入

□ 障害者：該当する場合は✔、該当区分に○印

　　※申告内容に変更があった場合は障害者手帳のコピー要提出

　

□ 寡婦：該当する場合は✔

　　[１]次のいずれかで該当する人で、扶養親族or生計を一にする、子のある人

　　　　　（イ）夫と死別したあと、婚姻していない人

　　　　　（ロ）夫と離婚したあと、婚姻していない人

　　　　　（ハ）夫の生死の明らかでない人

　　[２]上記以外の次のいずれかに該当する人で、年間合計所得が500万円以下の人

　　　　  （イ）夫と死別したあと、婚姻していない人

　　　　　（ロ）夫の生死の明らかでない人

　

□ 特別の寡婦：該当する場合は✔

　　　寡婦のうち、扶養親族である子を有し、かつ、年間合計所得が500万円以下の人

　

□ 他の所得者が控除を受ける

　 同居親族がいる場合は記入

□ 年齢が16歳未満

　  （平成15年1月2日以降生まれ）の

　  扶養親族を記入

　  あわせて、所得見込み額を記入

　

　　※平成30年中に16歳になる方は、

　　③「控除対象扶養親族」に

　　記入ください

①

②

③

⑤

⑥

訂正印不要
訂正印不要訂正印不要
訂正印不要

修正する場合は二重線で結構です
修正する場合は二重線で結構です修正する場合は二重線で結構です
修正する場合は二重線で結構です

④

□ 寡夫：該当する人は✔

　　次のいずれかに該当する人で、生計を一にする子があり、年間合計所得500万円以下の人

　　　（イ）妻と死別したあと、婚姻していない人

　　　（ロ）妻と離婚したあと、婚姻していない人

　　　（ハ）妻の生死の明らかでない人

□ 勤労学生：本人が該当する場合は✔

　　　高等学校、大学、高等専門学校などに通い、年間合計所得が

　　　65万円（給与収入のみの場合130万円）以下の人

　　　給与所得等以外の所得金額が10万円以下であること。

　　　※該当する場合は「学校名」「年間所得の見積額」記入＋学生証のコピー提出

　  　※扶養家族の学生証は添付不要です

所得の見積額記入　（注）所得0円の場合は、必ず「0円」と記入してください

平成30年、平成31年の所得見込み額をそれぞれの用紙に記入

※収入と所得は違います

　 配偶者以外の親族は、所得が38万円以下であれば、扶養に入れることができます

【給与収入のみの場合】

　収入額　－　65万円　＝　所得

【年金収入のみの場合】

・65歳未満　：　収入額　－　70万円　＝　所得

・65歳以上　：　収入額　－　120万円　＝　所得

平成30年中の

所得の見積額

非居住者

である親族

生計を一に

する事実

円

配偶者は、

所得が85万円（給与収入150万円）

以下であれば、記入できます。

※所得0万円～123万円の配偶者が

いる場合、別紙「配偶者控除等申

告書」を必ず提出してください。

非居住者…国外に住民票がある方

　　　　　　　　該当する場合は「○」印


